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＜本号の表紙絵＞

アンブロアズ・パレの形成外科絵図

本誌が発行される頃、12月20日はアンブロアズ･パレ（1510？

~1590)の命日である。それともう一つの理由で、パレのいわゆ

る「カスガイ膏」の絵図を取り上げる。

左は1585年「パレ全集」第4版フランス語版のものである。

頬の創を縫う時、直接皮層に糸を通さずに、2枚の布を創の両

側に張りつけ、その布のみを糸針で寄せようという、今日の形

成外科的な処置の古典である。

右は1649年オランダ語のスキッペル版『パレ全集』である。

針が曲針に変わり、糸の両端に2本の針がついている。この誤

りが日本にそのまま受けとめられて広まり、それ故にスキッペ

ル版が日本に最初に伝わった版であることを同定出来たのであ

る。1649年にアムステルダムでは2つのI'パレ全集」が出版さ

れ、ウイルムス版の方は針が1本である。こんな針の先のよう

なことから歴史が解明できたのである。

この発表を私がしたのは1985年春の大阪であった。今、適塾

にあるこの本をもとに「大阪にあるパレの資料について」と題

して報告したが、その時一番喜んで下さったのが宗田一先生で

あった。先生の追悼特集の表紙に是非と考えた次第である。

（大村敏郎）
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